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細胞核の有糸分裂において出現する染色体 chromo- Iおいて 0.002m叫んのふすキシキノリ γ〈黄色をおび
some は生物の種により一定の数と形とをもっている| た粉末で従来金高の微量分析に用いられた〉で 1時間
ので生物の系統を論E : 、進化の跡をたどる上に大きな| 処理し、30分水洗して時計皿にうっす。別に 2 %酸酸す

ころから遺伝学研究の基礎として染色体の研究がきわ Iに 1割畳 1規定塩酸を加えたものを用意し、これを時
めて重要となってきた。従来の染色体研究は事らバラ l計血の材籾に加え小さい焔でi怪く温める。このとき煮
プイν法によれミグロト戸ム切片を作って行われ
¥ た。その順序は概略次の通りである。

y 埋没→ミグ官、ト F ム切片作成→スライド貼付→バ
ラフイν除表→漂白→媒染→梁色→脱水→透明→バ
ルザム糊ふ lプレパラートi y  
以上の経過を経て標本ができ上るまで約 10 日を要

沸してtれ、けない。冷しては温めることを 2 ，3 因縁
返すと、材籾は酷酸で固定され、塩酸で加水分解され
、オルセイ y で3絶される。貝Pi : > 固定、焼蟻および梁
色の 3つの操作が約 5分間で同時に行ろことができ
る。主艮端は同時に10本位とって差支えない。根カ歌か
になったときJ 鉢か小さな解剖刃で成長点近くの分裂
組織の部分のみを切りとる。これを 1 %ホルセイ Y 1

1 、
し、その間 1個所でも不備な点があれば失敗に終る。 i滴と共にスライドガラス上にとりが戸ガラスをか
殊に最初の固定に失敗すれば後の操作をいかに慎罰こ l仇上から軽くたたく、塩酸による解離が充分である
色素等かなりの費用を要する。殊にバラフ; イ γ 訟に

と細胞と細胞とを連いでいるぺグチy カ} V $ ' ウムから
でき丘中葉〈細胞膜の中央の層〉の部分がとけ来れ細

おいてはミグ胃ト戸ムが設備として欠くことのできな| 胞はパラパ白ラになる。カメ戸ガラスがずれないよう注
いものであれその他にパラプイν熔融様、バラープイ! I意しながら上から強くおずと細胞がおしつぶされ染色
y 仲鴎告が必要でるるから、これらを整えることはー l体が一平面にひるがる。このとき圧し方が盛いと梁色
般にほ先ず望めない。しヵiも一番肝腎のミグロト- . d I体は上下にひろがったままで観察に困難であれ強す
が嵩価でるりながら、国産品で完全に使えるものがな| ぎると梁色体カ細胞からとび出て、見失われるのでお
，ぃ。そこで何か簡単な方法で設備なしに染色体の観察| 七万に練習を要ずる。余分の色素を穏紙で殴い取り、
ができないものかという疑問を多くの方が持たれるで
あろう o

既に古くから若い費を材料として花粉霞細胞の減数
分裂を観察す話とき、酷酸カ戸ミ Y aceto-carmine 
(45%酷酷にカ戸ミシを飽和にとかしたもの〉による
おしつぶし法が用いられていて、現在でも細胞学者の
殆んどはこの方法によって、花粉鴎国胞の梁色体を観
察しーている。ところが梁色体がその数と形とを最も明

カノミ戸ガラスの周囲をすラ Y プ Valap ('7セJ} Y 、ラ
ノJ) Y メラフイγの混合物〉で封じ標本ができ上る。ノ
これを顕徴鏡下でしらベ、核分裂中期の染色体を探し，
出せlまよい。 8ーオキシキノリ y による前死盟を省略す
れば材料をとっ. て標本ができ上るまで健か10分あれぽ
怠母宅

よいので極めて手軽であるt バラプイ γ法では細胞分

この方法では紡錘体が破壊され、染色体が容易に一平
瞭Iこ示している体細胞分裂の観察は麟酸カ戸ミンでは II買にひろげられる。またバラフイ y 訟の場合切片が厚
良い結果が得難い。殊に体細胞染色体はふつう細長い| すぎて細胞が数層重ったり、また染色体そのものを切
紐状または棒状でありず細胞の極から見たとき立ワて iってしま号ことがおるが、おしつぶし法ではこのよう
いる梁色体を頭の方から見る場合が多いのでその形を| なことはなし、。更に都合のよいことはオキシキノリ γ

しらべることがむずかしい 0 ・ 争、ー | によって梁色体は著しく収縮L 、紡錘糸附着点〈着糸
最近 Tjio および. Levari (195めにより報告された一| 点〉や第ご次狭窄を明瞭に観察でき、勢色体のl腕が真
方法によると、きわめて簡単にしがも正確に梁色体の Ii互にのびるので腕の長さを正確に測定できる。 Fig，1  
分析ができ、私共の研究室でも野生々菊科縞物を中心 I i工、神戸市摩郡山頂で採集したシンジユギク Gymnast
に既比約50箆類の植物の染色体をとの方法で分析し、 I  pygmaeus KITAM U R A の樹齢田胞染色体をパラアイ y

/， 一 ム孟之三三宅叫亨程一. . . . . ，. ... U埼
ぎわb て良い結果を祭たので次に紹介する。野生のも| 法で観察したもの Fig.2は同じ材料を新しい方法で翻

|  吋

の又は鉢植の植物から根端的 1cm を切りとり 180 Cに l察したものである。このように上にのべた細胞学のテ
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Figs. 1， 2. $ ' ! / ジユギグの体細胞梁色体、 x2400

Fig. 1. バラプイ y 法による。F ig. 2. 新しL、方法による。番号は大きさのIJ頂である。

分析はせいぜい2n=20までの染色体数の少ないものに l

限られたがこの方法では 4倍体， 6倍体等の梁色体数
の多い倍謬持直物においても用いられる o Fig. 3 は

I  7  '  25 I  5  I  30 次端部
__L_i_8 
十! 半生ぽ- dす-器
この雑種の植物では最大の染色体は6μ，最小の梁色雄高等学校川崎正悦氏がイエギグ Chrysanth

，体は 2.4μの長さである。核型は次の式で表わすことmorifolum RAMATUELLE とコハマギグ Ch. arctic 
;b.できる。subsp. Maekawanum KITAMURA とを交配L て得られ 阻細胞抽 s m  m  
， K(2n)=83=2A・ト1B1 + 6 B 2  + 2 C1  + 4 C2  + 8 Ca+  た幸躍の梁色体で 2n=83 という多数の染色体をもっ ‘ ‘ st s m  St s m  m  m  

ていて、バラプイ y 法を用いては分析困難であったが I 6DJ +26D!.l +7El +  8E:J +  12Ea+1F 
新しい方法を用いて、 83個の染色体を 1個 1個しらぺ l 菊科捕物は塩酸による解離が容易であって上の方法
ることができた。即ち83の募抱体は大きさと形とから! を行うに適しているが，イネ科やカヤ 9 1) ? / サ科の格
a，b;c，d，e， f， g， h，i，j，k，l の12通りにl叉別される。物では浪端細胞の解出防Z比絞的困難である。初めて試
83の梁色体のうち47(56.6;¥'のは次中部に、 21(25.3;¥'の

/  
(Table 1) 

ぐrable 1) 
イエギグ X コハマギグの染色体の長さの測定'

絶体 | 数 | 長さ(1山 μ〉[ 着糸点
つ畏函丁鐙腕| 計

a  2  30 I  i¥s b  1  30 15 I  45 
c  6  25 20 I  45 次中部
d  2  30 10 I  40 次端部
e  1  4  1-25-1_ 15-1 40 1  '/JC一空宣1

- fー - 8-1-20-1-- W -1-4O一次中端部部
6  I  25 I  10 I  35 

一一26 一2一0 一15 I一35 I次中部

みられる方はヒヤ$ ' ! / スのよ号な染色体の大きい〈約
20μ〉
物の染色体のみでなくユスリカやショウジョウメエの
，匿罪腺染色体の染色に周u、ても結果がよし、。 8・ォキシキ
ノ1)!/は普通に得られる安価な薬品であるが、オルセ

ピオカ F ミ!/ ( プロピオシ酸にカ F ミンをとかしたも.
の〉を酪酸オルセイνに代用して見たがよい結果を得
た。酷酸カ戸ミ !/I' J : 塩酸を加えることができないがプ
ロピオカ戸ミ νは一規定塩酸を加えて支障がなかっ
た。
SnIOl'OMAI， N. 1933; Zur Karyo包enetik der Gattung 

Chrysanthemum. Jour. Sci. 四 roshima Univ. 
Ser. B. Div. 2  Vol.2 1-100 
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fixative for chromosome. Stain Technology 
16: 169-174 

;ft対四郎 1948; 菊
TJJo， J. H. and L E V A N， A. 1950: T he  use of oxy-

quinoline in chromosome analysis. Anales de 
la Estacion Experimental de Aula dei 
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1-168 

1935; 菊の生態と細胞遺伝 1-122
1937; Compositae Japonicae 1  
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イェギグ×コハマギクの体細胞染色体 x 1700 

シダ愛好者の親睦智識の向上、趣味の普及
等
懇親、採集、研究、鑑定、講演、交換、栽
培等の会合を開き、会報を発行ナる。
v tl'に興味を持ち、男女職業率門家たると
否を間わない。
1 ヶ年 100円〈但L これは本部の会費であ
って、関西談話会としては現在会費不要〉
大阪府泉北郡攻石村富木瀬戸隠j方
加古川市別府町西脇稲田又男へ
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国本シダの会関西談話会会員募集|
関西では京大田川博士を中心にシグの同好者が集つ|
て昭和25年から談話会を開いておりました。今回千葉!
県成岡町の行方沼東氏や京大林学部倉田悟先生が日本|
シグの会を設立せられ関西の同好者も合流することに|
なれ支部として関西談話会とし、う名私で発足致L ま
L た。
下記重要項により会員を募集L まずから県下の皆様の

御参加をお待ち L ています。
名郡 日本シダの会関西談話会


